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青少年就労支援ネットワーク静岡

「人とのつながりで人は変わる」

ミッション
青少年就労支援ネットワーク静岡は、静岡
県内の働きたいけれども働けない人びとに
対して、市民のネットワークによる伴走型の
就労支援を提供することを通じて、働く喜び
を分かち合える、相互扶助の社会をつくるこ
とを目的とします。

平成14年 任意団体として発足

平成15年 支援を開始

平成16年 NPO法人化



県内に1,200人のボランティア

H28 H29

総対象者数（就労支援・学習支援・生活困窮者自
立支援・ひとり親支援など）

1255人 1178人

うち 就労希望者数 869人 761人

うち 就労者数 551人 393人
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地域づくり：サポーターの広がり
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話を聴く
自分が落ち込んでいた時に、話を聴いてくれた人がいた。
日向ぼっこをしながら、ゆったりとした時間を一緒に過ごす。



職探しミーティング

好きなことや、ストレングス（魅力や可能性）、こだわりを元に
どんなお仕事があるか、みんなで話し合う場



学校は学ランだったから、面接に臨むと
なった時にどのような服を着たらよいか…

そこで、スーツやYシャツ、靴や鞄を貸与
してくれたり、おさがりで頂いたり

初めてネクタイを結ぶから、どんな風に
やったら良いかわからないから、結び方を
教えてもらいました。

身だしなみを整える。



面接の練習と勉強会
（専門や技術を伴う職種に関して）

身だしなみや所作等気を付
けることと、一般的な質問
についてはサポステ内で
行ったけれども…
専門スキルについての質問
が不安とのことで

急遽、希望職種の経験者で
もあり、採用担当もされて
いたボランティアさんに模
擬面接をしてもらいました。



フォローアップミーティング
から始まる出会い・化学結合

土曜日の午後に行ったFM

どんな仕事が出来るか悩ん
でいたUさんに、企業担当
をしている市役所職員の方
が「こんな会社見てみな
い？」とその場で、ある工
場に連絡を取ってください
ました。
たまたま工場長がいたので、
ボランティアさんと３名で
すぐに工場へ直行！！
お互いに気に入って、後日
面接をして採用となりまし
た。



職場訪問 （定着の応援）

働き始めるとなかなか連絡が取れなくなることもあるけれど、地域のボラン
ティアさんなら、働いているところに様子も見に行ける。もしかしたらお客
さんとして応援してくれることも。



就職決定届を機に
お給料の仕組みや
社会保障について
学ぼう！！

「お給料って満額もらえる訳で
はないんだ…」「何が引かれて
いるの」という言葉をきっかけ
に、社会保険労務士として活動
をしているボランティアさんが
説明をして下さり、金銭管理の
きっかけにもなりました。



通勤困難な若者に
自転車を譲り受ける

就職は何とか決まりそう。
車の免許もないし、バスで
の
通勤もダイヤが少ないし、
お給料が入るまで、バス代
の立て替えもちょっと厳し
いし、家族の協力も難しい
…

そんな時にボランティアさ
んが
メーリングリストを見たか
らと言って、使っていた自

転車を譲り受けました。



学び直しをしたいと思った時
に

働くこと以外の進路
も考え始めたOさん。
病気で高校を中退し
たため、高卒の資格
を取りたいと考え始
めたので

公立高校（定時制）
の教員をしているボ
ランティアさんにど
んな進め方があるか
聞くことになりまし
た



趣味やリフレッシュ等の開拓

真面目な方たちが多いので、仕事の時間以外の過
ごし方について、紹介や共有をしながらメリハリ
のある生活をすること、また地域で一緒に生活す
る仲間として繋がりあうこと



地域活動へ一緒に参加
地域で生活する者として、自治会や消防団、漁協組合、
教育委員会等のボランティア活動で地域を知る。



高校で校内カフェを開く
高校の同窓会役員をやっているボランティアさんの発信！
学校生活で困りごとがないか、アルバイトの応援が必要な
らば即行動！家族や教員以外の地域の大人と出会う場。



職探しミーティングをしよう

ごちゃ混ぜの場をつくる
有償２人・無償２人・困っている人２人
好きなこと・好きなもの・好きな人を聞く

困っている人が楽しくなる！
知り合いが増える・仕事につながる提案をする


